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） ） ） ※ 複合領域型は太枠に主要な分科を記入

） ） ） ※ ｵﾝﾘｰﾜﾝ型は太枠に主要な細目を記入

　　 （ふりがな）

       氏名・職名

（機関名：名古屋大学　申請類型：複合領域型（情報）　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：実世界データ循環学リーダー人材養成プログラム）

１１．連携先機関名（他の大学等と連携した取組の場合の機関名、研究科専攻等名）

情報・システム研究機構 統計数理研究所、産業技術総合研究所、情報・システム研究機構 国立情報学研究所、国立長寿医療研究セ
ンター、豊田中央研究所、デンソー、MHIエアロスペースシステムズ、アステラス製薬、NTT、日本アイ・ビー・エム、ネットイヤーグループ、
愛知県産業労働部、マイクロソフトリサーチアジア、楽天技術研究所、キヤノンインフォメーションテクノロジー北京、ハノイ工科大学通信
情報技術研究科、イスタンブール工科大学機械工学部、マサチューセッツ工科大学メディア研究所、カーネギーメロン大学工学部・電気
／計算機工学科、南デンマーク大学生化学分子生物学専攻、クイーンズランド大学情報技術・電子工学部

９． 専攻等名

情報科学研究科（情報システム学専攻、メディア科学専攻、社会システム情報学専攻）
工学研究科（機械理工学専攻、電子情報システム専攻、計算理工学専攻）
医学系研究科（総合医学専攻、医科学専攻）
経済学研究科（社会経済システム専攻、産業経営システム専攻）

（主たる専攻等がある場
合は下線を引いてくださ
い。）

１０．連合大学院又は共同教育課程による申請（構想による申請も含む）の場合、その別　※ 該当する場合には○を記入

連合大学院 共同教育課程

８． 主要細目

（① （② （③

６．
授与する博士学
位分野・名称

博士（学術）、博士（工学）、博士（医学）、博士（情報科学）、博士（経済学）に「実世界データ
循環学リーダー人材養成プログラム修了」を付記

７． 主要分科

（① 人間情報学 （② 基礎医学 （③ 情報学フロンティア

１． 全体責任者
（学長）

※ 共同申請のプログラムの場合は、全ての構成大学の学長について記入し、申請を取りまとめる大学
（連合大学院によるものの場合は基幹大学）の学長名に下線を引いてください。

はまぐち　みちなり

濵口　道成　　（名古屋大学総長）

２． プログラム責任者
   　（ふりがな） やまもと　いちろう

氏名・職名

博士課程教育リーディングプログラム　プログラムの概要 [採択時公表]

機関名 名古屋大学 機関番号 13901

山本　一良（名古屋大学理事（教育・情報関係担当）・副総長）

３． プログラム    　（ふりがな） たけだ　かずや

コーディネーター 氏名・職名 武田　一哉（名古屋大学大学院情報科学研究科メディア科学専攻教授）

４． 申請類型 Ｒ ＜複合領域型（情報）＞

５．

プログラム名称 実世界データ循環学リーダー人材養成プログラム

英語名称 Graduate program for real-world data circulation leaders

副題 社会的価値を創造する産業リーダーの養成



[採択時公表]

（機関名：名古屋大学　申請類型：複合領域型（情報）　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：実世界データ循環学リーダー人材養成プログラム）

尾崎　紀夫 ｵｻﾞｷ ﾉﾘｵ 56 医学系研究科・総合医学専攻・教授
（医科学専攻兼任）

精神医学
博士(医学)

学生育成委員として育成活動を推進，精
神疾患のゲノム解析に関する教育

高橋　隆 ﾀｶﾊｼ ﾀｶｼ 58 医学系研究科・総合医学専攻・教授
（医科学専攻兼任）

分子腫瘍学
博士(医学)

企画評価委員として計画策定，トランス
クリプトームに関する教育

古橋　武 ﾌﾙﾊｼ ﾀｹｼ 58 工学研究科・計算理工学専攻・教授
感性工学
工学博士

カリキュラム委員として教育課程の策定・実施，ソフ
トコンピューティング・感性工学に関する教育

大野　欽司 ｵｵﾉ ｷﾝｼﾞ 54 医学系研究科・総合医学専攻・教授
（医科学専攻兼任）

神経遺伝情報学

医学博士
サブコーディネータ： メンター統括，OMICS・
バイオインフォマティクスに関する教育

道木　慎二 ﾄﾞｳｷ ｼﾝｼﾞ 46 工学研究科・電子情報システム専攻・教授
制御工学

博士(工学)
グローバル教育委員として国際活動を推
進，知的制御工学に関する教育

河口　信夫 ｶﾜｸﾞﾁ ﾉﾌﾞｵ 45 工学研究科・計算理工学専攻・教授
情報システム学

博士(工学)
産学官連携教育委員として連携活動の調
整，ユビキタスシステムに関する教育

佐藤　理史 ｻﾄｳ ｻﾄｼ 52 工学研究科・電子情報システム専攻・教授
自然言語処理

工学博士
企画評価委員として計画策定，自然言語
処理・人工知能に関する教育

藤井　俊彰 ﾌｼﾞｲ ﾄｼｱｷ 45 工学研究科・電子情報システム専攻・教授
情報通信工学
博士(工学)

学生育成委員長として育成活動を推進，
映像データ工学に関する教育

水野　幸治 ﾐｽﾞﾉ ｺｳｼﾞ 50 工学研究科・機械理工学専攻・教授
自動車工学
博士(工学)

学生育成委員として育成活動を推進，バ
イオメカニクスに関する教育

山田　陽滋 ﾔﾏﾀﾞ ﾖｳｼﾞ 56 工学研究科・機械理工学専攻・教授
ロボティクス

工学博士
産学官連携教育委員として連携活動の調
整，機械安全に関する教育

柳浦　睦憲 ﾔｷﾞｳﾗ ﾑﾂﾉﾘ 45 情報科学研究科・計算機数理科学専攻・教授
最適化

博士(工学)
企画評価委員として計画策定，最適化・
数理計画法に関する教育

鈴木　達也 ｽｽﾞｷ ﾀﾂﾔ 49 工学研究科・機械理工学専攻・教授
システム制御工学

工学博士
サブコーディネータ： プログラム推進支
援室長，知的制御システムに関する教育

石川　佳治 ｲｼｶﾜ ﾖｼﾊﾙ 47 情報科学研究科・社会システム情報学専攻・教
授

データ工学
博士(工学)

学生育成委員会副委員長として育成活動
を推進，データ工学に関する教育

外山　勝彦 ﾄﾔﾏ ｶﾂﾋｺ 51 情報科学研究科・社会システム情報学専攻・教
授

法情報処理
工学博士

カリキュラム委員長として教育課程の策
定・実施，法情報処理に関する教育

井手　一郎 ｲﾃﾞ ｲﾁﾛｳ 41 情報科学研究科・メディア科学専攻・准教授 マルチメディア情報

博士(工学)

学生育成委員として育成活動を推進，マルチ
メディア情報・コンテンツ生成に関する教育

間瀬　健二 ﾏｾ ｹﾝｼﾞ 56 情報科学研究科・社会システム情報学専攻・教
授

インターフェース

博士(工学)
企画評価委員長として計画策定，ヒューマン・
コンピュータインタラクションに関する教育

長尾　確 ﾅｶﾞｵ ｶﾀｼ 51 情報科学研究科・メディア科学専攻・教授
知能情報学
博士(工学)

産学官連携教育委員として連携活動の調
整，ロボティクスに関する教育

森　健策 ﾓﾘ ｹﾝｻｸ 43 情報科学研究科・メディア科学専攻・教授
画像処理工学
博士(工学)

グローバル教育委員長として国際活動を
推進，医用画像処理に関する教育

加藤　真平 ｶﾄｳ ｼﾝﾍﾟｲ 31 情報科学研究科・情報システム学専攻・講師
計算機科学
博士(工学)

グローバル教育委員として国際活動を推進，
サイバーフィジカルシステムに関する教育

村瀬　洋 ﾑﾗｾ ﾋﾛｼ 57 情報科学研究科・メディア科学専攻・教授
パターン認識

工学博士
カリキュラム委員として教育課程の策
定・実施，パターン認識に関する教育

関　浩之 ｾｷ ﾋﾛﾕｷ 53 情報科学研究科・情報システム学専攻・教授
ソフトウエア科学

工学博士
企画評価委員として計画策定，ソフト
ウェア科学に関する教育

西田　直樹 ﾆｼﾀﾞ ﾅｵｷ 35 情報科学研究科・情報システム専攻・准教授
プログラム理論
博士(工学)

学生育成委員として育成活動を推進，プ
ログラム理論に関する教育

（プログラムコーディネーター）

武田　一哉 ﾀｹﾀﾞ ｶｽﾞﾔ 52 情報科学研究科・メディア科学専攻・教授
行動信号処理
博士（工学）

プログラム運営全体の統括，信号処理に
関する教育

高田　広章 ﾀｶﾀﾞ ﾋﾛｱｷ 49 情報科学研究科・情報システム学専攻・教授
組込みシステム

博士(理学)
産学官連携教育委員長として連携活動の
調整，組込みシステムに関する教育

現在の専門
学位

役割分担
(平成２６年度における役割)

（プログラム責任者）

山本　一良 ﾔﾏﾓﾄ ｲﾁﾛｳ 64 大学本部・理事（教育・情報関係担当）／副総
長

原子力学・核融合学

工学博士
全体総括・全学組織との調整

１５．プログラム担当者一覧

氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 年齢 所属(研究科・専攻等)・職名
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RAJKUMAR, Ragunathan ﾗｼﾞｭｸﾏｰ ﾗｸﾞﾈｰｻﾝ 50 カーネギーメロン大学・工学部・電気／計算機
工学科・教授

ｻｲﾊﾞｰﾌｨｼﾞｶﾙｼｽﾃﾑ

Ph.D.
海外滞在研究の受け入れ，ｻｲﾊﾞｰﾌｨｼﾞｶﾙｼｽﾃﾑに
関する教育，国際ﾄｯﾌﾟ研究者として学生にｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

ANDRESEN, Brage ｱﾝﾀﾞｰｿﾝ ﾌﾞﾗｰｹﾞ 48 南デンマーク大学・生化学分子生物学専攻・教
授

分子生物学
Ph.D.

海外滞在研究の受け入れ，ﾊﾞｲｵｲﾝﾌｫrﾏﾃｨｸｽに関
する教育，国際ﾄｯﾌﾟ研究者として学生にｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

MUGAN, Ata ﾑｶﾞﾝ ｱﾀ 49 イスタンブール工科大学・機械工学部・学部長
計算力学
Ph.D.

製造拠点都市における海外実習の支援

ROY, Deb ﾛｲ ﾃﾞﾌﾞ 44
マサチューセッツ工科大学・メディア研究所・
准教授／ツイッター・チーフメディアサイエン
ティスト

メディア情報
Ph.D.

海外滞在研究の受け入れ，国際トップ研
究者として学生にアドバイス

深田　俊明 ﾌｶﾀﾞ ﾄｼｱｷ 48 キヤノンインフォメーションテクノロジー（北
京）有限公司・社長

ソフト研究開発

博士(工学)
インターン学生の受け入れ

THANG, Huynh Quyet ﾀﾝ ﾌｨﾝ ｸｪｯﾄ 45 ハノイ工科大学・通信情報技術研究科・研究科
長

ソフトウェア工学

Ph.D.
製造拠点都市における海外実習の支援

松下　康之 ﾏﾂｼﾀ ﾔｽﾕｷ 38 マイクロソフトリサーチアジア・主任研究員
画像情報処理
博士(工学)

インターン学生の受け入れ，画像情報処
理に関する教育

関根　聡 ｾｷﾈ ｻﾄｼ 48 楽天技術研究所ニューヨーク・所長
自然言語処理

Ph.D.
インターン学生の受け入れ，自然言語処
理に関する教育

石黒　不二代 ｲｼｸﾞﾛ ﾌｼﾞﾖ 55 ネットイヤーグループ（株）・代表取締役社長
兼CEO

経営
MBA

インターン学生の受け入れ，キャリア支援とビ
ジネスマーケティング戦略に関する教育

加藤　丈雄 ｶﾄｳ ﾀｹｵ 59 愛知県・産業労働部・技監
食品工業
農学博士

地域企業と本プログラムの架橋，地方行
政の視点からアドバイス

前田　英作 ﾏｴﾀﾞ ｴｲｻｸ 52 NTT・コミュニケーション科学基礎研究所・所
長

パターン認識
工学博士

評価委員としてICT産業におけるリーダー人材像の
視点からプログラム運営にアドバイスを行う

渡辺　日出雄 ﾜﾀﾅﾍﾞ ﾋﾃﾞｵ 51 日本アイ・ビー・エム（株）・東京基礎研究
所・レジリエンス工学部長

ビッグデータ分析

博士（工学）
インターン学生の受け入れ，スマーター・シ
ティ/ビッグ・データ分析に関する教育

市川　雅也 ｲﾁｶﾜ ﾏｻﾔ 61 MHIエアロスペースシステムズ（株）・取締役
社長

高信頼ソフトウェア

工学修士
インターン学生の受け入れ，ソフトウェ
ア人材教育の観点からアドバイス

稲垣　治 ｲﾅｶﾞｷ ｵｻﾑ 56 アステラス製薬（株）・開発本部・上席専任理
事

ﾚｷﾞｭﾗﾄﾘｰｻｲｴﾝｽ

博士（薬学）
医療情報の薬学への応用に関する教育

脇田　敏裕 ﾜｷﾀ ﾄｼﾋﾛ 53 （株）豊田中央研究所・取締役
自動車情報

博士(情報科学)

評価委員として自動車技術における研究ﾘｰﾀﾞｰ人
材像の視点からﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ運営にｱﾄﾞﾊﾞｲｽを行う

西沢　一敏 ﾆｼｻﾞﾜ ｶｽﾞﾄｼ 56 （株）デンソー・技術開発センター・技術系人
づくり推進室・室長

機械工学
工学修士

インターン学生の受け入れ，理系人づく
りの観点からアドバイス

安達　淳 ｱﾀﾞﾁ ｼﾞｭﾝ 60 情報・システム研究機構・国立情報学研究所・
副所長

データ工学
工学博士

評価委員としてデータサイエンスの視点
からプログラム運営にアドバイスを行う

大島　伸一 ｵｵｼﾏ ｼﾝｲﾁ 67 国立長寿医療研究センター・総長
高齢者医学・医療

医学博士
評価委員として高齢化社会対応の視点か
らプログラム運営にアドバイスを行う

橋田　浩一 ﾊｼﾀﾞ ｺｳｲﾁ 54 （独）産業技術総合研究所・知能システム研究
部門・主席研究員

人工知能
理学博士

自然言語処理・人工知能に関する教育

加賀美　聡 ｶｶﾞﾐ ｻﾄｼ 43 （独）産業技術総合研究所・デジタルヒューマ
ン工学研究センター・副センター長

知能ロボティクス

博士（工学）
知能ロボティクスに関する教育

樋口　知之 ﾋｸﾞﾁ ﾄﾓﾕｷ 51 情報・システム研究機構・統計数理研究所・所
長

ﾍﾞｲｼﾞｱﾝﾓﾃﾞﾘﾝｸﾞ

理学博士
評価委員として数理科学の視点からプロ
グラム運営にアドバイスを行う

松井　知子 ﾏﾂｲ ﾄﾓｺ 50 情報・システム研究機構・統計数理研究所・教
授／主幹

統計的機械学習

博士（工学）
統計的機械学習・音声情報処理に関する
教育

安達　貴教 ｱﾀﾞﾁ ﾀｶﾉﾘ 39 経済学研究科・社会経済システム専攻・准教授
応用ミクロ経済学

Ph.D.
カリキュラム委員として教育課程の策
定・実施，産業組織論に関する教育

星野　崇宏 ﾎｼﾉ ﾀｶﾋﾛ 37 経済学研究科・産業経営システム専攻・准教授
ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞｻｲｴﾝｽ

博士(学術)
博士(経済学)

企画評価委員として計画策定，産学官連携教育委
員として連携活動の調整，因果推論に関する教育

水野　正明 ﾐｽﾞﾉ ﾏｻｱｷ 53 医学部・付属病院・教授
先端医療開発
博士(医学)

産学官連携教育委員として連携活動の調
整，地域医療福祉情報連携に関する教育

臼井　恵美子 ｳｽｲ ｴﾐｺ 38 経済学研究科・社会経済システム専攻・准教授
労働経済
Ph.D.

グローバル教育委員として国際活動を推進，社会
保障の調査と制度設計に関する教育

榎本　篤 ｴﾉﾓﾄ ｱﾂｼ 39 医学系研究科・総合医学専攻・准教授
（医科学専攻兼任）

実験病理学
博士(医学)

企画評価委員として計画策定，癌のプロ
テオームに関する教育

勝野　雅央 ｶﾂﾉ ﾏｻﾋｻ 42 医学系研究科・総合医学専攻・准教授
（医科学専攻兼任）

神経変性疾患
医学博士

カリキュラム委員として教育課程の策定・実
施，神経疾患のゲノム解析に関する教育

貝淵　弘三 ｶｲﾌﾞﾁ ｺｳｿﾞｳ 57 医学系研究科・総合医学専攻・教授
（医科学専攻兼任）

神経科学・神経化学

医学博士
グローバル教育委員として国際活動を推
進，神経のプロテオームに関する教育

松井　茂之 ﾏﾂｲ ｼｹﾞﾕｷ 45 医学系研究科・総合医学専攻・教授
（医科学専攻兼任）

医療統計学
博士(工学)

産学官連携教育委員として連携活動の調
整，臨床・生物統計学に関する教育

１５．プログラム担当者一覧（続き）

氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 年齢 所属(研究科・専攻等)・職名
現在の専門

学位
役割分担

(平成２6年度における役割)



[採択時公表]

（機関名：名古屋大学　申請類型：複合領域型（情報）　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：実世界データ循環学リーダー人材養成プログラム）

SHEN, Heng Tao ｼｪﾝ ﾍﾝ ﾀｵ 36 クイーンズランド大学・情報技術・電子工学
部・教授

データベース
Ph.D.

海外滞在研究の受け入れ，ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ・ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽに
関する教育，国際ﾄｯﾌﾟ研究者として学生にｱﾄﾞﾊﾞｲｽ
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氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 年齢 所属(研究科・専攻等)・職名
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リーダーを養成するプログラムの概要、特色、優位性 
（広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダー養成の観点から、本プログラムの概要、特色、優位性を記入して
ください。） 

1. プログラムの概要 

近年、我が国の産業競争力が低下している。その主要な原因は、我が国の強みである高い技術の
蓄積を、新しい社会的価値の創造に結びつけられなかったことにある。製品やサービスがもたらす
社会的価値の本質は、それを手にした人々が、「便利、楽しさ、健康、豊かさ」といった、根元的な
価値を広く共有できることにある。さらに、その価値は、作り手が受け手に一方的に伝えるもので
はなく、「受け手の望み」と「作り手の思い」のやりとりの中で形づくられる。この「受け手の望み」
は具体的な形を持たないことも多く、製品やサービスに触れる中で、変化したり、新たな望みが生
まれてきたりもする。この捉えどころの無い「受け手の望み」を、絶え間なくくみ取って、新しい
製品やサービスの提供に結びつける循環こそ、社会的価値を創造するプロセスそのものである。 

我々は、以下の 2 つの理由から、この循環を組織的に作り出すためには、新しい学問領域が必要
と考える。第 1に、社会的価値を創造するためには、「便利、楽しさ、健康、豊かさ」といった、よ
り根元的な価値を担う、工学（便利）、情報科学（楽しさ）、医学（健康）、経済学（豊かさ）の方法
論が必要であること。第 2 に、循環を生み出すためには、受け手の望みを、実世界の様々な現象の
観測などを通じてディジタルデータとして「取得」し、これを情報技術を利用して「解析」し、解
析の結果を新たな製品やサービスとして「実装」して社会に働きかけるという、3つの機能（取得、
解析、実装）を総合する必要があること。言いかえれば、工学、情報科学、医学、経済学の分野に
跨り、実世界データの「取得、解析、実装」を扱う学問領域が必要である。 

我々はこの学問領域を「実世界データ循環学」と呼び、この学問領域において、新しい社会的価
値を創造するリーダー人材を養成する。養成する人材は、工学、情報科学、医学、経済学に跨る幅
広い技術群を俯瞰し、それらの組み合わせに循環を見出し、それらを繋ぐことで循環を生み出すこ
とができる人材、言うなれば「循環に気付き（きづき）、循環を築く（きずく）」人材である。 

本プログラムでは、4 研究科に跨る、機械・人間・社会を対象にした、データ取得の学理を横断
的に学ぶとともに、それらの解析に共通する数理手法を体系的に学ぶ。さらに多くのケーススタデ
ィを行うことで、様々な学問領域で研究されている「実世界データ循環」を俯瞰する力を養う。豊
富な海外経験や産業現場の経験を通して、この俯瞰力を確固たるものにしつつ、実世界データ循環
による社会的価値創造に寄与しうる博士論文研究を行うことで、「実世界データ循環」を構築する力
を得る。このようなプログラムを高い意欲と学力を持った学生に対して実施することで、産業界に
おける将来の研究リーダー候補を養成する。 

2. プログラムの特色 

 自動車・航空産業等、広い裾野を持つ地域製造業とのつながりを活かし、「新しい社会的価値の創
造」というビジョンを広く産業界と共有し、研究重視から価値重視への大学院教育改革を目指す。
そのために、産業界から多くの分担者を迎え、学位プログラムに社会的価値の視点を導入する。講
義と研究を補完し、俯瞰力を確固たるものにする教授方法として、場を与え、経験を評価する「実
世界ワーク」を行う。これは、学生を様々な「場」に派遣して日常的な活動報告を求め、それに対
して学内外の関係者が SNS を活用して議論・コメントを行う（e アゴラ）ことで、経験的な知識や
俯瞰力を身につけさせるロールプレイ型教授方法である。この「場」として、アジアの製造拠点都
市と最先端海外研究室を設定することで、国際的産業分業を経験し、技術的視点だけでなく、国際
社会の視点からも循環を俯瞰できる人材を養成する。SNS とポートフォリオシステムを連携・活用
し、学修履歴を担当者全体で共有し、開かれた学位審査により質を保証するとともに、その一部を
社会に公開することで、学位評価の視点をピアレビューからソーシャルレビューにシフトさせる。 

3. プログラムの優位性 

中部地区は、製造業を中心とした世界に類を見ない産業集積地であり、名古屋大学と産業界とは
人材供給や連携活動を通じて密接な関係を歴史的に培ってきた。次世代の製造産業に対する危機感
と、社会的価値を創造する人材の必要性に対する、養成側と採用側の一致した強い思いこそが、本
プログラムの最大の優位性である。グリーンモビリティ連携研究センター、予防早期医療創成セン
ターなど、具体的な出口に向かって学問領域を越えて協働する教員ネットワークを、提案する学問
領域にすでに有することも、優位な点である。関係専攻は、グローバル COE（2 件）、組織的若手海
外派遣（3 件）、頭脳循環活性化事業、世界展開力強化事業（2 件）を通じて大学院の国際化を推進
しており、自動車技術サマーコース NUSIP のように国際的に高い人気を誇るコンテンツも、グロー
バルな人材養成に活用できる。 
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学位プログラムの概念図 
（優秀な学生を俯瞰力と独創力を備え広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダーとして養成する観点から、コ
ースワークや研究室ローテーションなどから研究指導、学位授与に至るプロセスや、産学官等の連携による実践性、
国際性ある研究訓練やキャリアパス支援、国内外の優秀な学生を獲得し切磋琢磨させる仕組み、質保証システムなど
について、学位プログラムの全体像と特徴が分かるようにイメージ図を書いてください。なお、共同実施機関及び連
携先機関があるものについては、それらも含めて記入してください。） 

 

修了・ 学位審査
全員が学修履歴を共有する開かれた審査

共通科目
（ データ解析）

ケーススタディ

副領域科目
基礎

データ取得

ケーススタディ

グローバル
チャレンジⅠ

アジアの生産・ 消費拠点

グローバル
チャレンジⅡ
最先端研究室

フォローアッ プ
ビジッ ト

人脈の交換

インターンシッ プ
企業体験

産学官
プロジェ クト

ワーク
課題達成型研究

研究
インターンシッ プ

企業研究体験

D3

D2

D1

M2

M1

博士研究
循環の実現

イノ ベーショ ン循環系
実世界ワーク

コースワークグローバル循環系
実世界ワーク

QE2 俯瞰力

QE1 基礎力

研究立案

修士研究
循環への位置づけ

工学 情報科学 医学 経済学

社会系機械系 人間系

2

7

1

3

国際機関

学術交流
協定校ASEAN地域発展のため

の次世代国際協力リー
ダー養成プログラム

2

3142 74

留学生 内部進学 社会人

循環に気付き、 循環を築く

主領域科目
基礎

データ取得

製造 医療 政策サービス

社会的価値を創造する産業リ ーダー

研究重視から
価値重視へ

アジアとの
一体的発展 eポート フォリ オ

Data Tool First

研究指導

Growth Engineer

連携企業

教育協定校

海外連携大学

・GLOBAL30 ・NUSIP
・NUPACE
・学術交流協定校162機関
・Young Leader Program 
・Academic Consortium 21
・International Forum of 

Pacific Universities
・CAMPAS Asia
・University of Mobility in 

Asia and the Pacific

愛知県

社会世界

・カーネギーメロン大学
・マサチューセッツ工科大学
・クイーンズランド大学

・南デンマーク大学
・イスタンブール工科大学
・ハノイ工科大学

リ ーダー
セミ ナー
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機 関 名 名古屋大学 

プログラム名称 実世界データ循環学リーダー人材養成プログラム 

［採択理由］ 

本プログラムは、実世界からのデータの取得、取得データの解析、解析結果の社会実装

に関する学理を体系化し、実世界データ循環学を創造しようとするものである。 
さらに、この循環を築くため、工学（便利）、情報科学（楽しさ）、医学（健康）、経

済学（豊かさ）の連携をめざした意欲的なプログラムである。 
実世界のデータ循環のために、研究重視から価値重視への大学院教育改革を目指し、学

位評価の視点をピアレビューからソーシャルレビューへとシフトさせるという発想は成功

すれば価値は高い。さらにこれらの評価を研究科の枠を超えて行う点なども高く評価でき

る。これらのプログラムを通して、しっかりと学問に根を下ろしつつ、研究成果の社会的

インパクトを瞬時・定量的に把握し、研究開発にフィードバック出来る産業科学リーダー

人材が育成される可能性が高い。 
海外での滞在研究や企業での比較的長期の研究インターンシップも、データ循環を理解

した人材育成に役立つと思われる。 
本プログラムを実施する名古屋大学は、日本屈指のものづくりを後背地として持ち、そ

れらのものづくり拠点と連動して、このプログラムを実施する。これを効果的に行うため、

単に大学関係者のみならず、広く企業からの人材育成担当も参画しているなどの点から、

このプログラムが大きな成果を収める可能性があると評価できる。 
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